
る
範
囲
で
対
策
を
行
い
、
茶
樹
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減

し
ま
し
ょ
う
。
落
葉
や
病
害
虫
被
害
が
な
く
園
相
が

良
け
れ
ば
、
翌
春
一
番
茶
の
新
葉
数
も
多
く
な
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。

２
．
翌
一
番
茶
葉
数
の
確
認

　

秋
整
枝
作
業
後
、
11
月
中
下
旬
ま
で
に
翌
一
番
茶

に
な
る
幼
芽
形
成
が
終
了
し
ま
す
。
越
冬
芽
を
カ
ッ

タ
ー
で
縦
か
横

に
切
断
す
る
と

開
葉
数
が
わ
か

る
の
で
、
確
認

し
て
み
ま
し
ょ

う
。
基
本
的
に

は
、
芽
が
小
さ

い
と
葉
数
が
少

な
く
な
り
ま

す
。

落葉防止対策を
万全に！

農業経営支援課
福手 裕三

茶

　

防
寒
対
策
は
お
済
で
す
か
？
こ
れ
か
ら
春
先
に
か

け
て
季
節
風
が
強
い
日
も
あ
る
の
で
、
防
風
施
設
の

点
検
や
補
強
が
必
要
で
す
。

１
．
寒
害
の
種
類
と
対
策

⑴
凍
害
（
赤
枯
れ
）

茶
樹
が
-10
℃
以
下
の
低
温
下
に
長
時
間
お
か
れ
る

と
、
葉
身
に
赤
褐
色
斑
が
生
じ
、
被
害
が
顕
著
に
な

る
と
葉
全
体
が
枯
死
す
る
。

⑵
寒
干
害
（
青
枯
れ
）

寒
風
に
よ
り
蒸
散
が
過
剰
に
な
る
か
、
土
壌
の
乾

燥
が
著
し
い
場
合
、土
壌
や
茶
樹
の
一
部
が
凍
結
し
、

水
分
補
給
が
絶
た
れ
た
時
な
ど
に
発
生
。
葉
が
乾
燥

状
態
と
な
り
光
沢
の
無
い
笹
色
と
な
る
。

⑶
寒
風
害
（
落
葉
）

低
温
下
で
弾
力
性
の
低
下
し
た
茶
葉
に
寒
風
が
あ

た
り
、
葉
柄
ま
た
は
葉
身
基
部
か
ら
落
葉
す
る
。
幼

木
園
の
よ
う
に
枝
数
が
少
な
く
、
葉
が
密
着
し
て
い

な
い
場
合
は
、
被
害
が
著
し
く
な
る
。

⑷
裂
傷
型
凍
害
（
幹
割
れ
）

初
冬
や
春
先
に
気
温
が
急
激
に
降
下
す
る
と
、
耐

凍
性
の
弱
い
品
種
や
幼
木
園
な
ど
は
、
幹
の
地
際
部

の
形
成
層
が
凍
結
し
、
樹
皮
に
裂
傷
が
生
じ
る
。
生

理
障
害
や
枯
死
す
る
場
合
が
あ
る
。

　

茶
樹
の
耐
凍
性
、
耐
寒
性
は
、「
成
葉
＝
①
枝
②

芽
③
幹
④
根
」
の
順
で
高
い
特
性
が
あ
り
ま
す
。
樹

木
の
耐
凍
性
は
葉
か
ら
始
ま
り
、
幹
の
下
方
に
伝
え

ら
れ
ま
す
。
末
端
の
細
根
は
、
厳
冬
期
で
も
耐
凍
性

が
高
ま
ら
ず
、
-3
℃
程
度
が
限
界
の
温
度
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
敷
き
草
等
の
施
用
は
、
寒
害
対
策
と
有
機

物
の
補
給
に
つ
な
が
る
の
で
、
積
極
的
に
行
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
最
終
施
肥
時
期
が
遅
く
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
の
も
寒
害
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

寒
害
は
、
気
象
条
件
に
大
き
く
影
響
さ
れ
、
対
策

に
は
大
き
な
労
力
と
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。
で
き

幼芽の断面図
包葉
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